仮払金運用規定
仮払金の目的

仮払金は本会の事業執行に伴い、事務局で業者等からの請求書に基づき支払いが困難な場合、または、立替払いが困難な場合に限り、会員の負担軽減のため実施する。
仮払金の申請

· 仮払金は、単一事業ごとに各事業の担当理事の承諾を得た上で、事務局会計担当者に申請する。
· 単一事業であっても、仮払金期間が長期にわたるときは、3ヶ月を最長期間として分割して申請する。
· 仮払金の上限金額は、原則１０万円とする。

· １０万円を超える仮払金については、仮払金期間を1ヶ月以内とする。

仮払金の執行
· 申請された仮払金は、事業担当理事と事務局長の承認により執行される。

仮払金の妥当性の根拠

· 請求書での精算が困難であること。
· 仮払金金額の根拠が明確であること。

· 仮払金の精算期日（1ヶ月または3ヶ月以内）が明確であること。

· 仮払金の管理責任者が明確であること。
仮払金の振込み

· 仮払金の振込みは申請書にて各部・委員会の口座に振り込むこととする。

仮払金の管理

· 仮払金の管理責任者は、出納帳を整備し支払いの都度、記帳する。

· 事業担当理事および事務局長からの要請に応じ、随時、写しの提出が可能な状態とする。

仮払金の追加

· 仮払金の追加が必要となったときは、現在受けている仮払金を精算した後、新規に申請する。

仮払金の精算
· 申請書に記載した期日までに、もしくは追加の仮払金が必要になったときに精算する。精算時には、出納記録と領収書を添付する。（交通費の支払いについては、領収書の添付を必要としない）
附則
１　この規定は平成25年10月22日から施行する。
